
審査方法及び採点について 

 

１ 採点による評価を行う選定 

（１）堺市金岡公園プール・大浜公園プール及び堺市泉ヶ丘プール 

書類審査及び面接審査を実施し、それぞれについて採点し、各審査における採点委員の合計得

点を合算した総合計得点が最上位の応募団体を指定管理者候補者として選定する。 

ただし、応募者が６団体以上の場合は、２段階審査を実施することとし、第１次審査として書

類審査を行い、合計得点が上位の５団体を選定する。次に、第１次審査で選定された５団体を対

象に第２次審査として面接審査を行い、第１次審査、第２次審査の総合計得点において最上位の

団体を指定管理者の候補者として選定する。 

（２）堺市都市緑化センター 

面接審査が終了後、書類審査の内容も含めた点数を採点し、採点委員の総合計得点に基づいて

候補者を選定する。 

 

２ 採点について 

（１）堺市金岡公園プール・大浜公園プール及び堺市泉ヶ丘プール 

５団体以下の場合 
書類審査 面接審査 合計得点 

１00点満点 １00点満点 200点満点 

６団体以上の場合 
第一次審査（書類） 第二次審査（面接） 合計得点 

１00点満点 １00点満点 200点満点 

※ 上記表中の合計得点は、一人当たりの点数とする。 

「２００点満点／人×採点委員数＝満点」（委員長は採点を行わない。） 

例１：採点委員が４人の場合は８００点 

例２：書類審査及び面接審査共に採点委員が３人であった場合は、６００点 

※ 総合計得点において最上位の団体であっても、総合計得点が満点の60％未満の場合には、候

補者として選定しない。 

※ 採点において、同点になった場合は、別添「資料５」のとおりとする。 

（２）堺市都市緑化センター 

総合計得点は、「１００点満点／人×採点委員数＝満点」（委員長は採点を行わない。） 

（例：採点委員が４人の場合は４００点、３人の場合は３００点） 

※ 総合計得点において最上位の団体であっても、総合計得点が満点の60％未満の場合には、候

補者として選定しない。 

※ 採点において、同点になった場合は、別添「資料５」のとおりとする。 

※ 書類審査又は面接審査において欠席委員がいる場合の取扱いは次のとおりとする。 

① 書類審査で欠席委員がいる場合、当該欠席委員は面接審査に出席すれば採点可能とする。 

② 面接審査で欠席委員がいる場合、当該欠席委員は採点できない。 
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３ 採点作業について 

採点については、自らがその施設の利用者であるという観点から行う。また、その施設や、採点

項目について専門知識を有する場合は、専門的な観点から判断し採点する。 

以上の点を踏まえ、選定基準の全ての項目について採点を行う。 

 

４ 採点方法を指定する項目について 

応募団体が次に該当する場合は、審査においてそれぞれ点数を付与する。 

該 当 要 件 基礎点 

市の指定管理料の積算額と指定期間における指定管理料の提案額

（平均額・小数第 1 位四捨五入）を比較し、削減率（少数第 2 位

四捨五入）に応じて付与 

２％以上４％未満 １点 

４％以上６％未満 ２点 

６％以上８％未満 ３点 

８％以上 ４点 

次の①～⑤の項目に該当する場合は、配点（６点）を上限として項目ごとに２点ずつ付与。 

(※ グループ応募の場合は、④の項目を除き、すべての者が満たしていること。) 

① 

次のいずれかに該当する場合 

・障害者の雇用状況報告義務があり、平成２８年の報告時に法定雇用率以上の障害

者を雇用している場合 

・障害者の雇用状況報告義務はないが、障害者(＊)を１人以上雇用している場合 

・堺市障害者雇用貢献企業である場合 

＊障害者の雇用の促進等に関する法律(昭和35年第123号)第2条に掲げる障害者

のうち、１年以上雇用され(又は見込み)、週 20 時間以上勤務している者 

２点 

② 
次世代育成支援対策推進法（平成１５年法律第１２０号）第１３条に基づく認定を

受けている場合 
２点 

③ 65 歳以上への定年の引上げ又は定年の定めの廃止を行っている場合 ２点 

④ 
市内に本社・本店を有している場合 

（グループ応募の場合は、１者以上が満たしていること。） 
２点 

⑤ 
ＩＳＯ１４００１の認証、エコアクション２１の認証・登録、ＫＥＳステップ２の

登録又はエコステージ（レベル３）の認証のいずれかを受けている場合 
２点 

 

 

 

 



５ 採点を行う上での目安について 

書類審査及び面接審査の採点は、以下の表を目安に行う。 

 

６ 書類審査と面接審査の採点委員数が異なる場合の取扱いについて 

（堺市金岡公園プール・大浜公園プール及び堺市泉ヶ丘プールのみの対応） 

書類審査：３人（Ａ，Ｂ，Ｃ委員）出席、１人（Ｄ委員）欠席、合計２５０点 

面接審査：４人出席、合計３５０点 の場合 

書類審査と面接審査間の配点の比重を維持するため、採点委員の少ない審査における各採点委

員の合計得点に、以下の計算式により調整をかけるものとする。 

（１点未満の端数があるときは、これを切り下げる。） 

なお、その際の満点については、２００点×採点委員の多い審査における採点委員数とする。 

 

 
 
 
 
 

① 調整後の書類審査の合計得点 

４（面接審査の採点委員数） 
２５０（書類審査の合計得点）×               ＝３３３．３点⇒３３３点 

３（書類審査の採点委員数） 

② 総合計得点 

３３３（調整後の書類審査の合計得点）＋ ３５０（面接審査の合計得点）＝６８３点 

③ 満点 

２００点×４（面接審査の採点委員数）＝８００点 

 
 

 

採 点 基 準 
配点 

5点 

配点 

10点 

配点 

15点 

配点 

20点 

特に優れている（高度な能力を有している） ５点 １０点 １５点 ２０点 

優れている  （十分な能力を有している） ４点 ８点 １２点 １６点 

普通     （一応の能力を有している） ３点 ６点 ９点 １２点 

多少不十分  （多少能力が乏しい） ２点 ４点 ６点 ８点 

不十分    （能力が乏しい） １点 ２点 ３点 ４点 

劣っている  （能力がない） ０点 ０点 ０点 ０点 

× 
採点委員の少ない審査における採点委員数 

採点委員の多い審査における採点委員数 採点委員の少ない審査における 

各採点委員の合計得点 

（例１） 

（計算式） 


